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ヘッドライン　市民として必要な基礎・基本の化学XIV 
―児童・生徒・学生は，ここがわからない―

　近畿支部企画として，小学校から大学院あるいは社会人教育までを視野に入れ，身近な疑
問を解決するようなヘッドライン記事を「市民として必要な基礎・基本の化学」の統一テー
マのもとに企画してきた。14 回目の今回も，昨年と同様に「人間（人格）形成と化学」の
視点に立って，副題「児童・生徒・学生は，ここがわからない」を設定し，さまざまな教育
現場での多様な思考ならびに実践について紹介する。
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次号ヘッドライン 地球の化学

　埼玉県立浦和第一女子高等学校（一女）は，明治 33 年の開校以来，現在に至る
まで 120 年にわたり，埼玉県女子教育のトップリーダーとして，教養に溢れ，人間
性豊かな，品格ある女性の育成に取り組み，国内外で活躍する多くの女性リーダー
を輩出した伝統校です。SSH事業（4期 16 年），SGH事業（1期 4年）と 2つの事
業を中心に据えて，全校体制で探究学習に取り組み成果を上げています。令和元年
度も日本学生科学賞の中央審査で生徒が上位入賞を果たし，ISEF（インテル国際
学生科学技術フェア）のメンバーに選ばれています。

表紙の言葉　埼玉県立浦和第一女子高等学校


